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令
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衆
議
院
議
員
大
島
令
子
君
提
出
外
国
人
学
校
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
国
人
学
校
の
卒
業
者
に
対
す
る
大
学
へ
の
入
学
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

結
論
を
出
す
時
期
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
検
討
は
、
本
年
三
月
に
公
表
し
た
、
国
際

的
に
実
績
の
あ
る
評
価
団
体
に
よ
り
教
育
内
容
が
一
定
水
準
に
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
た
外
国
人
学
校
の
卒
業
者
に
対
し
て

大
学
入
学
資
格
を
与
え
る
と
の
当
初
の
対
応
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
含
め
様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
特
定
公
益
増
進
法
人
に
係
る
平
成
十
五
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
所
得
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令

第
九
十
六
号
）
、
法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
等
の
一
部
改
正
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
対
内
直
接
投
資
を
促
進
し
、
海
外
か
ら
優
秀
な
人
材
を
呼
び
込
む
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
各
種
学
校

の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
い
う
政
策
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
一
定
の
法
人
を
特
定
公
益
増
進
法
人
の
範
囲
に
追
加
し
た
も

の
で
あ
り
、
合
理
的
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一



三
に
つ
い
て

平
成
十
年
一
月
か
ら
本
年
四
月
ま
で
の
間
に
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
に
お
い
て
調
査
処
理
し
た
外
国
人
児
童
・
生
徒
に

係
る
事
例
と
し
て
は
、
衆
議
院
議
員
大
島
令
子
君
提
出
外
国
人
学
校
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
五
年
四
月

十
一
日
内
閣
衆
質
一
五
六
第
一
九
号
。
以
下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
生
徒

が
在
日
韓
国
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
学
校
で
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
学
校
側
に
対
し

て
人
権
に
つ
い
て
生
徒
ら
へ
一
層
の
啓
発
を
行
い
再
発
防
止
に
努
め
る
よ
う
要
請
を
行
っ
た
と
い
う
事
例
、
生
徒
が
父
親
が

ブ
ラ
ジ
ル
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
学
校
で
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
法
務
局
職
員
が
学
校
側
に
対
し
て
適ひ

切
な
対
応
を
要
請
し
た
と
い
う
事
例
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
お
い
て
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
児
童
・
生
徒
を
誹

ぼ
う謗
中
傷
す
る
書
き
込
み
が
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、法
務
局
職
員
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
者
に
対
し
て
削
除
要
請
を
行
い
、

書
き
込
み
が
削
除
さ
れ
た
と
い
う
事
例
、
朝
鮮
学
校
の
生
徒
の
着
用
す
る
民
族
服
が
刃
物
で
切
り
裂
か
れ
た
事
案
、
朝
鮮
学

校
の
外
壁
に
差
別
的
な
内
容
の
落
書
き
が
さ
れ
た
事
案
及
び
朝
鮮
学
校
に
差
別
的
な
内
容
の
は
が
き
が
送
付
さ
れ
た
事
案
に

お
い
て
、
法
務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
、
学
校
周
辺
を
広
報
車
で
巡
回
し
て
啓
発
を
行
っ
た
り
、
通
学
路
、
駅
前
広

場
等
に
お
い
て
啓
発
を
行
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
四
に
つ
い
て
で
答
弁
し
た
と
お
り
、
衆
議
院
議
員
大
島
令
子
君
提
出
朝
鮮
人
（
韓
国
籍
・
朝
鮮
籍
）
学
校
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
四
年
八
月
三
十
日
内
閣
衆
質
一
五
四
第
一
五
一
号
）
四
に
つ
い
て
に
お
い
て
は
、

保
護
者
の
用
務
の
都
合
に
よ
り
我
が
国
に
短
期
間
滞
在
す
る
外
国
人
児
童
・
生
徒
を
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
各
種
学
校
が
、

対
内
直
接
投
資
を
促
進
し
、
海
外
か
ら
優
秀
な
人
材
を
呼
び
込
む
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
を
述
べ

た
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
我
が
国
に
長
期
間
滞
在
す
る
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
一
概
に
述
べ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
答
弁
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
み
を
収
容
す
る
教
育
施
設
に
対
し
て
各
種
学
校
の
認
可
を
行
う
か
否
か
は
、
所
轄
庁

で
あ
る
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
、
個
々
の
教
育
施
設
の
実
状
や
地
域
的
事
情
等
を
踏
ま
え
、
個
別
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

三


